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研究成果の概要（和文）：　本研究課題は旧ユーゴの近現代において発生した3つの地震災害を対象とし、どのような
復興を実現し、その体験を通じてどのような復興関連の社会制度を構築し、改良したかを明らかにし、日本における今
後の災害復興のあり方を見直すための示唆を得ることを目的とした。
　災害の規模や発生した土地のおかれた状況が異なるため、単純な比較は困難であるが、調査を通じてプレハブ住宅を
大量かつ迅速に供給する復興から歴史的街並を復原する復興へと復興の姿勢が変化していたことが明らかになった。
　自らのおかれた時代を支配するパラダイムが成立した経緯を整理し、そのパラダイムの合理性を常に確認しつつ行動
することが必要と考える。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this research project was to gain suggestions for revising the 
way of disaster reconstruction in Japan in the future through clarifying how people have realized 
reconstruction and with these experiences how people have modified social system concerning disaster 
reconstruction, focusing on three disasters caused by earthquakes in modern era in the former Yugoslavian 
territories.
 It is hard to make simple comparisons across these three disasters, as their damage scales or back 
grounds of the stricken areas are different from each other; but, with this survey I could find out that 
there was a change of posture on reconstruction issues from supplying mass- and fast-construction of 
prefabricated-houses to restoring historical townscapes.
 Therefore I conclude it is important to reconsider the process in which the paradigm governing 
contemporary period has been formed and always to verify its rationality.

研究分野： 都市計画史
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(3)社会システムのあり方	 
	 当初は各災害事例が社会システムに及ぼ
した影響を把握する計画であったが、以下に
述べるように、各種文献資料の刊行年がその
目的を達するには不都合があった。すなわち、
1963 年のスコピエ地震が及ぼした影響を考
察するために必要であった同年以前のリュ
ブリャナ市の災害対応マニュアルの入手が
出来なかったのである。この点に注意を喚起
しつつ、今回入手したマニュアル類の位置付
けを以下に記す。	 
a)災害対応マニュアルへの各災害経験の影
響	 
	 リュブリャナ市（1967、1983）、ベオグラ
ード市（1968）、ザグレブ市（1979）におけ
る災害対応マニュアルの記述の整理をおこ
なった。このうちリュブリャナ市の 1983 年
版（図 7）は地震災害のみ、ベオグラード市
のものは武力攻撃事態のみを、それぞれ対象
としたマニュアルであったが、リュブリャナ
市の 1967 年版およびザグレブ市のものは自
然災害と武力攻撃事態の双方への対応を記
しており、ザグレブ市のものはスコピエ地震
やザグレブ水害（1964）の際にパニックが生
じて被害が拡大したことに注意を喚起して
いる。	 
	 1968 年のベオグラード市のマニュアルが
武力攻撃事態に特化している理由は同書の
奥付に刊行「月」がないため確証はないもの
の、1948 年のコミンフォルム追放以来ワルシ
ャワ条約機構からの脅威を受け続けていた
旧ユーゴスラヴィアが、1968 年 8 月の同機構
軍によるチェコスロヴァキア侵攻を意識し
て編んだ可能性を指摘したい。また、1983 年
のマニュアルが地震に特化していた理由は
1976 年および 1979 年の地震発生を反映して
いた可能性が指摘できる。	 
	 ただし、管見ではこれらマニュアルの具体
的な記述内容に対して災害経験にともなう
影響は観察されなかった。今後、逐条・逐語
分析を進めたいと考えている。	 
	 
b)	 ORA（青年労働活動）の概観	 
	 旧ユーゴスラヴィアでは青年層が自発的

労働活動（ORA）に従事して各種インフラや
工場施設などを建設した。その活動は、「社
会主義建設に対して大きな貢献を果たした
だけでなく、青年層の道徳的、政治的、イデ
オロギー的、および文化的引き上げにも貢
献」したと 1958 年当時、総括されている 6)。
この ORA は地震災害時にも瓦礫の撤去や仮設
住宅の建設などに従事した 7)。	 
	 今後は収集した統計資料に即して、地震災
害の発生前後で被災地への ORA の展開に差異
が生じるか、また、それら被災地に展開した
ORA の規模・編成地（青年たちの出身地）の
如何について分析を進めていきたい。	 
	 
(4)復興のパラダイムのシフト	 
	 以上のように、旧ユーゴスラヴィアでの近
現代の災害対応は、住宅の迅速かつ量的な確
保とそれによる生活空間の近代化を目指す
ことから伝統的景観の保存を重視すること
へとパラダイム・シフトを経験したと指摘で
きよう。	 
	 ただ、スコピエ地震後の復興において生活
空間の近代化が目指された背景にかつての
同市における劣悪な居住環境（家屋の老朽化
や同居・間借りによる過密居住など）があっ
たこと、ソチャ渓谷地震やコトル湾地震の被
害は被災戸数がスコピエ地震のそれの 1割程
度に過ぎなかったこと、ソチャ渓谷地震やコ
トル湾地震がスコピエ地震と異なり伝統的
な景観を保持していた土地で発生したこと
など、個々の災害の規模や被災地の置かれた
状況が異なるため単純な比較が困難である
ことを忘れてはならない。	 
	 本課題の遂行を通じて得られた情報のひ
とつひとつからわが国の災害復興に対する
直接的なヒントを得ることは困難かもしれ
ないが、自らのおかれた時代を支配するパラ
ダイムが成立した経緯を整理し、そのパラダ
イムの合理性を常に確認しつつ行動するこ
とが必要と考える。	 
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